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概　　　要
　本研究は，本学医療保育科学生の子ども観や子どもへの親和感情が在学３年間のさまざまな実習でどのように変化した
のか，３年間を通してその変容をみる目的で行われた．その結果，子ども観や子どもへの親和感情は健康な子どもと関わ
る保育所実習や幼稚園実習の後は肯定度が高く，逆に，生活課題，健康障害，発達障害などをかかえた子どもと接する施
設実習や小児病棟実習・発達障害児保育実習後は肯定度が低くなることが見出された．医療保育科学生の子ども観や子ど
もへの親和感情は対象児の特性や状態にまだまだ左右されていることがうかがえた．今後これらの実習を通し，子どもの
厳しい現実も知った上で，さらに子どもに対する理解や共感が広がるような教育を行うことが望ましい．
Ⅰ　は じ め に
　本研究の目的は，本学医療保育科学生の入学から卒
業までのさまざまな実習で，学生の子ども観，子ども
への親和感情，および心理社会的発達がどのように変
化したのかを，在学３年間を通して調査し，医療保育
科学生の実習後の子ども観等の変容を全体からみてゆ
くことである．
　今まで医療保育科においては，教育や実習の特性お
よび各実習後の短期効果を測る目的でさまざまな研究
が行われてきた．例えば医療保育科学生の「入学動
機」1)，「就業自己イメージ」2ﾝ5)，「子どもイメージ」6ﾝ7)，
「生活支援に関する自己効力感」8)，「医療に対するイ
メージ」等9ﾝ10)の変容を通し、それぞれの実習効果に関
する考察を進めてきた．
　しかし，医療保育科学生にとって各実習は単独で終
わるものではない．３年間のすべての実習が関連し合
って医療保育科学生の子ども観，保育観に何らかの影
響を与え，子ども理解や保育意識が形成されてゆくも
のと思われる．したがって，短期の実習効果や医療保
育科学生の変容をみるだけでは足りないと考えた．そ
こで在学３年間を通して医療保育科学生の子ども観や
子どもへの親和感情の変化の全体をつかみ，今後の保
育士養成教育に生かすことは意義あることと考え，本
研究ではすべての実習を通して医療保育科学生の変容
をみることにした．
　菅11)が述べるように，保育者が子どもについてどの
ような捉え方をしているかという子ども観は，保育者
の保育観やそれに基づく具体的な保育行動をさまざま
なレベルで規定している重要な資質である．子ども観
の内容により子どもの受容のされ方が異なるなど，子
ども観は親，社会人といった大人一般の子どもに対す
る行動も規定している11)．一方，子ども観は社会的な
時代背景の影響を受け，かつ，それまでの子どもとの
接触体験，実習体験，個人の特性，生育環境などの個
人的な要因と複雑に絡まり合いながら，様々に変化し
得るものでもある12)．これらの理由から子ども観は広
義に捉えられ，大学生にとってはその意味内容が明確
でないおそれがある11）．そのため子ども観という用語
を使わず，子どもについてどのような捉え方をしてい
るかを「子どもイメージ」という用語を使い調査して
いる研究もある13ﾝ14)． 水島15)が「イメージとは認知の
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枠組みを形成したり，行動統制的役割を持っている」
と述べているように，学生のもつ子どもイメージは，
保育を実践する上で子どもとの関わりの質や自らの保
育行動にさまざまなレベルで影響を及ぼすと考えられ
る．そこで筆者も学生の子ども観を「子どもイメージ」
という表現を用いて調査を行なうことにした．
　さらに Erikson が精神分析的個体発達分化の図式
にそって８つの発達課題を提唱した心理社会的発達を
調査し，医療保育科学生の３年間の心理面の発達程度
の変容も全体からみたいと考えた．学生の変化や実習
効果をみる上で，学生の個人的資質である心理社会的
発達に応じた指導をすることが望ましいことが見出さ
れている16)．小児看護実習においては，心理社会的発
達が高い学生ほど実習での充実度が高く，子どもイメ
ージも高いと述べている研究17)もある．Erikson が，
人間は社会や環境との相互作用を通して，能力や成熟
といった心理社会的発達がもたらされると述べている
ように18)，心理社会的発達は実習効果との関連性が推
測される．本研究では両者の関連性を検証するまでに
はいたらないが，医療保育科学生のすべての実習後の
子どもイメージ，子どもへの親和感情および心理社会
的発達の３年間の変化を調査し，これらを通して医療
保育科学生の変容の全体をつかみ考察したいと考えた．
Ⅱ　研 究 方 法
１. 調査対象者と調査時期
　調査対象者は，平成17年４月に本学に入学した保育
科学生１期生77名のうち，全調査に回答した71名が有
効分析対象者である．
　今回比較するデータは，まず入学時の平成17年６月
30日，次いで２年次６月に保育所において健康な子ど
もたちとかかわる保育所実習後の平成18年７月４日，
次いで２年次９月の乳児院，児童養護施設，知的障害
児施設，重症心身障害児施設，知的障害者更生施設等
の児童福祉施設等で発達障害や生活課題をかかえる児
童や障害者とかかわる実習（以下，施設実習と略す）
後の平成18年９月27日，次いで２年次12月の保育所実
習か施設実習を選択する選択実習（選択実習と略す）
後の平成18年12月20日，次いで３年次５～６月の幼稚
園実習後の平成19年６月27日，最後に本学独自の小児
病棟実習・発達障害児保育実習後の平成20年１月21日
の６回にわたり調査したものである．小児病棟実習は
小児病棟で10日間，病児施設で２日間の実習，発達障
害児保育実習は発達障害児施設等で週に半日，約３ヶ
月にわたる実習を行う．これらは今日ニーズの高い健
康障害，発達障害のある子どもたちと向き合い，一人
一人の成長，発達に応じたより適切な支援を行なうた
め医療の専門性を身につけた保育士・幼稚園教諭を養
成することを目的として設定された本学独自の実習で
あり，医療保育科学生はどちらかを選択する．
２. 調 査 方 法
　調査は，研究の趣旨に同意し協力の得られた医療保
育科学生に，授業後質問紙による一斉調査を行った．
その際，個人のプライバシーが漏れることがないこと，
研究目的以外には使用しないこと，回答は任意である
ことなどを伝え倫理的配慮に留意した．
３. 調 査 内 容
　⑴　子どもイメージ
　SD 法を用い，プラス―マイナスの子どもイメージ
を表す形容詞対23項目を，どちらにより近いか７件法
で測定し，得点化した．先行研究6)で因子分析の結果，
「意欲的な―無気力な」「明るい―暗い」「積極的な―
消極的な」「元気な―疲れた」「陽気な―陰気な」「活発
な―鈍感な」「敏感な―鈍感な」「外交的な―内向的な」
などの子どもの活動的イメージ因子Ⅰ，「理解力のある
―理解力のない」「きちんとした―だらしのない」「頼
もしい―頼りない」「安定した―不安定な」「たくまし
い―弱々しい」「言うことをきいてくれる―言うことを
きかない」「まじめな―ふまじめな」などの子どもの性
格に関するイメージ因子Ⅱ，「かわいらしい―にくたら
しい」「好きな―嫌いな」「気持ちのよい―気持ちの悪
い」「良い―悪い」の対子ども感情イメージ因子Ⅲの３
因子が見出されている．なお，回答の際，イメージす
る子どもは，小学校入学前の幼児を想定することと伝
え，得点が高いほど子どもイメージの肯定度が高いと
考えた．
　⑵　子どもへの親和感情
　「子どもと遊びたい」「子どもを抱っこしたい」「子
どもに触れたい」など４項目で，７件法で測定し，得
点化した．得点が高いほど肯定度が高いと考えた．
　⑶　心理社会的発達
　医療保育科学生の心理社会的発達は日本語版 EPSI
（エリクソン心理社会的段階目録調査 Erikson 
psychosocial stage inventory）19)を使用し測定した．全
56項目を５件法で評定させ，得点化した．こちらも得
点が高いほど心理社会的発達が高いと考えた．
４. 分 析 方 法
　⑴　医療保育科学生の子どもイメージ総得点，子ど
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もイメージ３因子，子どもへの親和感情につい
て，入学時，保育所実習後，施設実習後，選択
実習後，小児病棟実習・発達障害児保育実習後
の６時期でいかに変化したか明らかにするた
め，時期を被験者内要因とする１要因の分散分
析を行なった．
　⑵　同様に心理社会的発達が各実習後いかに
変化したか明らかにするため，時期を被験者内
要因とする１要因の分散分析を行なった．
Ⅲ　結　　　果
⑴　子どもイメージについて
　１）子どもイメージ総得点については，図１
のようになり，調査した６時期で有意な差がみ
られた（F（5,350）＝19.17，p<0.01）．Bonferroni 
法による多重比較の結果，入学時よりも保育所
実習後，選択実習後，幼稚園実習後，小児病棟
実習・発達障害児保育実習後は総得点が上がっ
ていた．しかし施設実習後は保育所実習後，選
択実習後，幼稚園実習後よりも総得点が下がっ
ていた．また小児病棟実習・発達障害児保育実
習後は選択実習後，幼稚園実習後よりも総得点
が下がっていた．総得点が高いのは選択実習後
と幼稚園実習後，低いのは施設実習後と入学時
であった．
　２）子どもの活動的イメージ因子Ⅰも，図２のよう
に６時期で有意な差がみられた（F（5,350）＝3.53，
p<0.01）．Bonferroni 法による多重比較の結果，施設
実習後は，保育所実習後，幼稚園実習後よりも得点が
下がっていた．入学時と小児病棟実習・発達障害児保
育実習後を比較すると得点は変化がなかった．
　３）子どもの性格に関するイメージ因子Ⅱも，図２
のように６時期で有意な差がみられた（F（5,350）＝
17.65，p<0.01）．Bonferroni 法による多重比較の結
果，入学時よりもすべての実習後で得点は上がってい
た．幼稚園実習後は入学時，保育所実習後，施設実習
後，選択実習後，小児病棟実習・発達障害児保育実習
後よりも得点が高かった．入学時と卒業時の小児病棟
実習・発達障害児保育実習後を比較すると得点は高ま
っていた．
　４） 対子ども感情イメージ因子Ⅲも，図２のように
６時期で有意な差がみられた（F（5,350）＝6.29，
p<0.01）．
Bonferroni 法による多重比較の結果，保育所実習後は
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図１　各実習後の子どもイメージ総得点
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図２　各実習後の子どもイメージ得点と親和感情得点
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入学時，施設実習後，選択実習後よりも得点が高かっ
た．施設実習後は保育所実習後，幼稚園実習後よりも
得点が低かった．入学時と卒業時の小児病棟実習・発
達障害児保育実習後を比較すると得点は変化がなかっ
た．
⑵　子どもへの親和感情について
　子どもへの親和感情も，図２のように６時期で有意
な 差 が み ら れ た（F（5,350）＝ 3.93，p<0.01）．
Bonferroni 法による多重比較の結果，保育所実習後よ
りも施設実習後，幼稚園実習後，小児病棟実習・発達
障害児保育実習後は得点が低かった．入学時と卒業時
の小児病棟実習・発達障害児保育実習後を比較すると
子どもへの親和感情は変化がなかった．
⑶　心理社会的発達について
　１）心理社会的発達総得点についても，図３のよう
に６時期で有意な差がみられた（F（5,350）＝15.86，
p<0.01）．入学時に比べ，保育所実習後，施設実習後，
選択実習後，幼稚園実習後は低かった．２年次の選択
実習後が最も得点が低かったが，その後幼稚園実習後，
小児病棟実習・発達障害児保育実習後は上昇した．入
学時と卒業時の小児病棟実習・発達障害児保育実習後
を比較すると変化はなかった．
Ⅳ　考　　　察
　本研究により医療保育科学生の実習後の子どもイメ
ージ，子どもへの親和感情の変容
を全体的にみると，保育所実習や
幼稚園実習の後は子どもイメージ
総得点や子どもイメージ３因子，
子どもへの親和は肯定度が高く，
逆に施設実習後，小児病棟実習・
発達障害児保育実習後は肯定度が
低くなることが見出された．
　子どもイメージの変化について
は他の養成校においても，先行研
究で保育所実習前後や教育実習前
後などに多く調査され，戸田他14)，
松永20)は，初めて現場で保育と向
き合うことになる保育所実習でそ
れらが肯定的に変化することを明
らかにしている．本調査でも同様
に，保育所実習や幼稚園実習の後
は肯定度が高くなった．これはイ
メージ通り活発で健康な子どもた
ちに関わり，実際に保育を体験した結果，自ら保育の
楽しさを感じ取り肯定的な子ども理解が進んだためと
思われる．
　逆に，施設実習後はそれらの得点が有意に下がるこ
とが示された．子どもの活動面に関しては，障害系施
設で出会った障害のある子どもたちや養護系施設であ
る児童養護施設の小学生・中学生・高校生など高年齢
児童，生活課題をかかえた児童の活動性は，元気な保
育所の子どもたちと比べると概して低く感じられたの
ではないだろうか．対子ども感情イメージも子どもへ
の親和感情に関しても，施設実習では自分では対処し
きれないようなさまざまな問題や障害をかかえた子ど
もたちの理解や支援活動に戸惑いを感じ，保育所の乳
幼児に比べるとかなり親近感がもちにくかったこと
が，否定的に影響を及ぼした可能性が考えられる．
　医療保育科学生の施設実習後の感想にも「子どもと
のやり取りや先生への気遣いで精神的には辛かった．」
「あまり自分から積極的にはできなかった．」「困難に
思うことや利用児の気持ちをつかみきれないことなど
があった．」「子どもとの関わり，先生との関わりの中
で自分にとって納得できないことがたくさんあって，
実習自体は不満がけっこうある．」「何をすればよいの
か分からず困ることが多くあった．利用児とのコニュ
ニケーションが難しかった．」「保育所実習の時より何
をすればよいのか分からないときがあった．」「子ども
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図３　各実習後の心理社会的発達得点
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にとっても職員にとっても雑用係でしかなかった．」
「もう少し子どもと関われたらよかった．」などのよう
に十分自分の力が発揮できなかった感想がみられた．
　音山・今泉21)によると，保育科学生は，児童福祉施
設等になじみがなく，イメージがつかみにくいため，
弱々しいとかこわいといったマイナスのイメージが先
行し，施設実習中もさまざまな不安を持つ．それが否
定的に影響したと思われる．
　その後の選択実習，幼稚園実習では子どもイメージ
はおおむね肯定度が上昇した．選択実習において，本
研究の有効対象者71名の中で保育所実習を選択した医
療保育科学生46名と施設実習を選択した25名の選択実
習後の子どもイメージ総得点，３因子得点，子どもへ
の親和感情を比較した結果，表１のようになり，子ど
もの活動イメージ因子Ⅰと対子ども感情イメージⅢ
は，保育所実習選択者の方が有意に高かった（それぞ
れ（t（69）＝3.19，p<0.01とt（69）＝2.57，p<0.05）．
このことからもやはり健康な子どもと関わる保育所実
習の方が，子どもの活動性を高く感じ，実習自体も子
どもと楽しく行え，子どもに対するかわいらしい，好
きな，良いという感情面のイメージも肯定的になりや
すいことが示された．
　最後の実習である小児病棟実習・発達障害児保育実
習後は，幼稚園実習後より子どもイメージ総得点は低
下した．健康障害や発達障害など特別なニーズのため，
さまざまな配慮や支援を要する小児病棟，発達障害児
施設利用児の実態は，保育所や幼稚園で接する元気な
幼児の実態とは違う．本来は元気で活発なはずの子ど
もが病気のためベッド上でぐったりしていたり，安静
にし，つらい治療を受けていたりする姿を目にする．
また発達障害のためコミュニケーションがとりにくか
ったりするなどと，初めてかかわる医療保育科学生は
さまざまなショックや不安を感じ，そのことが得点の
低下に影響を及ぼした可能性がある．
　ところで心理社会的発達をみると，入学時より得点
が下がり続け２年次12月の選択実習後が最も低かっ
た．短期大学生にとって入学後のこの時期は青年期後
期にあたり，Erikson の発達理論では同一性が発達課
題である．入学以来１，２年次で心理社会的発達が低
下し続けた原因として，自らが何者であり自分が何に
コミットする者であるのかをはっきり見通すことので
きる高み22)にまでいたっておらず，入学という新しい
環境に入り，自分を見つめ直したり友人関係や親子関
係を問い直している，職業的自己概念が確立途中で３
年次を前に不安を持っているなどの理由23)が考えられ
る．この時期の学生自身にさまざまな葛藤があったと
思われる．
　一方同時期の医療保育科学生の子どもイメージ総得
点は施設実習後よりも有意に上昇している．子どもイ
メージ総得点が有意に低下した施設実習後や小児病棟
実習・発達障害児保育実習後も心理社会的発達は有意
に低下することはなく，逆に小児病棟実習・発達障害
児保育実習後の心理社会的発達得点は高くなってい
る．これらのことから子どもイメージや子どもへの親
和感情は実習先の対象児の状態や，特質，子どもとの
親近感に左右されている可能性があるが，心理社会的
発達はこうしたこととはあまり関係がなかったと考え
られる．
　Erikson が人間の成長は，内的・外的な葛藤を乗り
切り，危機を克服するたびに内的統一性感の増大，善
き判断の増大，能力の増大という連続的な段階がもた
らされ，そこから生まれてくると述べている24)が，こ
の結果からも医療保育科学生の心理社会的発達は，未
知の実習でもどれだけ自分が頑張りやり抜いたかが影
響したと考えられる．医療保育科学生の施設実習後に
書いた感想には「困難に思うこと，利用者の気持ちを
表１　選択実習における保育所実習選択学生と施設実習選択学生の比較
保育所実習選択学生
ｎ=46
施設実習選択学生
ｎ=25
Mean SD Mean SD ｔ値
子どもイメージ総得点 35.67 13.91 29.16 14.28 1.87
子どもの活動的イメージ因子Ⅰ 2.05 0.45 1.65 0.58 3.19＊＊
子どもの性格に関するイメージ因子Ⅱ 0.23 0.73 0.25 0.57 0.11
対子ども感情イメージ因子Ⅲ 2.27 0.57 1.82 0.92 2.57＊
子どもへの親和感情 2.61 0.95 2.2 0.87 1.77
＊＊ p<0.01　　＊p<0.05
医療保育科学生の入学から卒業までの各実習後の変化 73
つかみきれないことなどがあったが，さまざまな活動
を経験し技術をみがき貴重な経験ができた．」「一日一
日の実習を行うことで精一杯だった．」「ものすごく辛
い10日間だったが一日一日を一生懸命過ごしたので達
成感はある．」「10日間大変だったけど頑張って乗り切
ることができた．」「最初は戸惑うこともあったが，援
助を行っていくうちにだんだんと自信がついた．」「利
用者と多くかかわることができたし，新しい世界を体
験することができた．」「戸惑うことばかりだったけど，
新しく知ったことや学んだことがあった．」などの記述
が見られた．さまざまな戸惑い，葛藤があったが，こ
の状況に挑戦し根気強く実習をやりぬいた結果，多く
の医療保育科学生が達成感，満足感を感じた．このこ
とが心理社会的発達は低下しなかったという結果につ
ながったのではないかと思われる．
　本研究では，健康な子どもと関わる実習では医療保
育科学生の子ども観は肯定的になるが，健康障害，発
達障害，生活課題などさまざまなニーズをかかえ，特
別な配慮や支援を要する子どもたちと関わる実習では
子ども観は肯定度が下がる傾向にあるが見出された．
これらのことから医療保育科学生の子ども観や親和感
情は，まだまだ関わる対象の特質や状態などの現実面
に左右されていることがうかがえる．しかし，心理社
会的発達は必ずしも同じではないことが示された．
　医療保育科においては今日ニーズの高い健康障害，
発達障害のある子どもたちに関する幅広い知識を有
し，個々の病状，発達障害，発達段階，生活課題，特
性等の異なる子どもたちをより理解し，専門的な支援
を行なう保育士の養成が求められている．保育士が行
なうそれぞれの子どもに応じた発育・発達を促しつつ
行なわれる支援は，保育士が子どもについてどのよう
な捉え方をしているかという保育士の子ども観に基づ
く具体的な行動であると思われる11)．したがって医療
保育科学生が在学中の３年間にさまざまな実習を体験
することで，子どもの理想面ばかり見るのではなく厳
しい現実を知り得たことは重要なことである．その上
で，子どもに対する理解や共感がさらに広がり，最終
的には子どもの受容や保育の質に影響する子ども観の
肯定度や子どもへの親和感が高まっていくことが望ま
しいと思われる．
　本調査では在学中の医療保育科学生の変容をみるひ
とつの指標として保育士にとって重要な子ども観や子
どもへの親和感情の変化を調査，考察したが，それで
計れるのは医療保育科学生の変容のほんの一部であ
る．しかし全体像としてみる時，卒業時には入学時よ
りも医療保育科学生の子どもイメージ総得点は肯定度
が高まっていた．ここに医療保育科の３年間のさまざ
まな実習や養成教育の成果や医療保育科学生の子ども
観の成長が表れていると考えてよいのではないだろう
か．
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